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1．外国人児童生徒の状況 

 1989年の「出入国管理法及び難民認定法」（以下、「入管法」と記載します）の一部改正に伴い（翌

1990年6月1日施行）、日系三世およびその配偶者は、活動制限のない在留資格を取得できること

が明文化されました。その結果、90年代に日系南米出身者、特にブラジル人の来日が急増しました。 

 

このような背景は、可児市にも大きく影響していま

す。1989年の外国人登録者数は376人でしたが、2005

年には5,952人までに達し、この16年間で約16倍の

外国人登録者数になりました（いずれも4月1日現在）。 

 

国籍別に外国人登録者数の推移を比較すると、可児

市の外国人登録者数の状況は大きく変化していること

がわかりました。特に、「ブラジル」国籍者の増加は著

しいです。加えて、2番目に多い外国人登録者数をみ

ると、2002年までは「韓国･朝鮮」国籍者でしたが、

2003年からは「フィリピン」国籍者になりました。 

つまり、可児市において、近年のフィリピン国籍者

の増加率は、大変高くなっています。 

 

 

 

 

  

 

 

図1 可児市における主な国籍別による外国人登録者数の推移  /各4月1日現在             
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 1989年 2005年 増加数 

計 376 5,952 5,576 

ブラジル 37 4,491 4,454 

フィリピン  792 792 

ペルー  29 29 

中国 10 168 158 

韓国･朝鮮 305 291 -14 

米国 6 22 16 

その他 18 159 141 

  2002 年 2005 年 増加数 増加率 

ブラジル 2916 4491 1575 54.0% 

フィリピン 290 792 502 173.1% 

韓国･朝鮮 309 291 -18 -5.8% 

 

表1 可児市における主な国籍別による 
外国人登録者数と増加数（人）/各4月1日現在 
 

表2 可児市における主な国籍別による 
外国人登録者数と増加数・増加率の比較（人)/各4月1日現在 

（人） 

（年） 
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前述の入管法改正後、可児市における外国人登録者数と比例し、市内の公立学校においても外国

人児童生徒数が増加しました。 

 そのような状況から、可児市においては1991（平成3）年7月より、外国籍児童生徒巡回指導者

派遣が開始しました。この当時の対象者数は、小学校に在籍する 12人の外国人児童（週 2日×午

前3時間）でした。この新たな制度開始に至っては、講師派遣や費用経費の面において、市内にあ

る企業等の理解と支援によって実現しました。 

 

図2 可児市立小･中学校に在籍する外国人児童生徒数の推移 /各4月1日現在 
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文部科学省が毎年実施している学校基本調査（悉皆調査）の基準日である2005年5月1日現在、

可児市立小・中学校における総児童生徒数は8,445人でした。その内訳は、小学校は5,803人、中

学校では2,642人です。          

 そのうち外国人児童生徒については、総数168人で、その数は総児童生徒数に対して2.0％でし

た。その内訳は、小学校では134人（2.3％）、中学校では34人（1.3％）です。 

 

 2005年度1年間の外国人児童生徒

数の増減について、学年別、国籍別、

学校別に比較しました。 

 1年間で総計 26人の増加がありまし

た。学年別にみると、小学2年生の7人

が最も多く、次いで小学1年生の6人で

した。 

 国籍別にみると、「フィリピン」の13人が最も多く、次いで「ブラジル」の11人、「中国」と「ペ

ルー」が各1人、「韓国･朝鮮」と「アルゼンチン」は変化がありませんでした。 

 学校別にみると、「蘇南中学校」の 10人が最も多く、次いで「今渡北小学校」の 8人、「今渡南

小学校」が4人でした。 

 

 

 

 2005 年度 児童生徒数 うち外国人生徒児童数 学校数 

総数 8,445 人 168 人 2.0% 16 校 

小学校 5,803 人 134 人 2.3% 11 校 

中学校 2,642 人 34 人 1.3% 5 校 

表3 可児市立小中学校数と在籍する児童生徒数 
        05年5月1日現在 

（人） 

（年） 
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表4 05年度可児市における学年別月別外国人児童生徒数の変動 （人）/毎月1日現在 

小学校 中学校 
2005
年度 

総計 
前月と

の増減 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 1 年 2 年 3 年 計 

4 月 162 － 20 18 28 19 20 25 130 8 12 12 32 

5 月 168 6 20 20 28 20 20 26 134 8 14 12 34 

6 月 177 9 22 19 29 21 23 27 141 8 15 13 36 

7 月 180 3 21 20 31 20 22 26 140 11 14 15 40 

8 月 180 0 21 20 31 20 22 26 140 11 14 15 40 

9 月 180 0 20 21 32 19 22 25 139 11 15 15 41 

10 月 181 1 20 22 31 19 22 26 140 11 15 15 41 

11 月 181 0 21 23 30 19 22 24 139 11 16 15 42 

12 月 177 -4 20 23 30 19 21 22 135 11 16 15 42 

1 月 179 2 21 24 30 19 21 21 136 11 17 15 43 

2 月 183 4 23 24 30 19 22 21 139 12 17 15 44 

3 月 188 5 26 25 31 20 21 21 144 13 15 16 44 

1 年間

の増減 
26 6 7 3 1 1 -4 14 5 3 4 12 

 

 

 

 

表5 可児市における国籍別月別外国人児童生徒数の変動  （人）/毎月1日現在 

2005 年度 総計 ブラジル フィリピン 韓国・朝鮮 中国 アルゼンチン ペルー 

4 月 162 132 17 10 0 1 2 

5 月 168 136 19 10 0 1 2 

6 月 177 140 24 10 0 1 2 

7 月 180 136 29 11 1 1 2 

8 月 180 136 29 11 1 1 2 

9 月 180 138 28 10 1 1 2 

10 月 181 139 28 10 1 1 2 

11 月 181 138 29 10 1 1 2 

12 月 177 134 29 10 1 1 2 

1 月 179 136 29 10 1 1 2 

2 月 183 140 29 10 1 1 2 

3 月 188 143 30 10 1 1 3 

1年間の増減 26 11 13 0 1 0 1 
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表6 可児市における学校別月別外国人児童生徒数の変動 （人）/毎月1日現在 

2005 年度  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
1 年間の

増減 

総計 162 168 177 180 180 180 181 181 177 179 183 188 26 

今渡南 4 4 4 5 5 6 6 7 7 7 7 8 4 

土田 38 38 38 38 38 38 36 34 35 35 37 41 3 

帷子 5 5 5 5 5 3 3 3 3 3 3 3 -2 

春里 6 6 6 6 6 6 8 8 8 8 8 8 2 

東明 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 -1 

旭 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 1 

広見 12 12 13 11 11 10 10 10 9 10 10 11 -1 

南帷子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

桜ヶ丘 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 

今渡北 62 66 72 72 72 73 74 74 70 70 71 70 8 

小 

学 

校 

金山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 130 134 141 140 140 139 140 139 135 136 139 144 14 

蘇南 26 28 30 32 32 33 33 33 33 34 35 36 10 

中部 3 3 3 4 4 4 4 5 5 5 5 4 1 

西可児 2 2 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 

東可児 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

中 

学 

校 

広陵 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 

計 32 34 36 40 40 41 41 42 42 43 44 44 12 
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２．外国人児童生徒に関する主な取り組み 

可児市では、03年度～04年度の2年間実施した外国人の子どもの教育環境に関する実態調査（以

下、「子ども調査」と記載します）の結果を根拠とし1、05年度より「外国人児童･生徒の学習保障

事業」を開始しました。 

 本事業開始にあたり、「可児市外国人児童･生徒の学習事業実施基準」および「外国人児童・生徒

の学習保障事業実施の手引き」を作成しました（詳細は、資料①可児市外国人児童･生徒の学習事

業実施基準を参照してください）。 

なお、子ども調査の結果より、不就学をきたす理由として、学習困難により日本の学校からドロ

ップアウトしてしまうこと、情報や習慣の違い等により可児市へ新たに転居後に就学へアクセスで

きていないことがわかりました。 

  

図3 外国人児童生徒の学習保障事業チャート図 

 

                                                   
1全国に先駆けて 2003 年～2004 年度の 2 年間、子ども調査を実施した。2003 年度は、厚生労働省「多
民族文化社会における母子の健康に関する研究班」が主体となり、可児市教育委員会、可児市、可児市

国際交流協会、岐阜県、岐阜県教育委員会、（財）岐阜県国際センターと、大阪大学大学院による協働

研究として実施した。2004 年度は、可児市教育委員会と可児市が調査主体となり、継続調査を実施し
た。詳細については、各報告書を参照されたい。 
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参考 可児市市民課窓口で配布されている就学案内 
（ポルトガル語版） 

＜参考＞ 可児市教育委員会学校教育課窓口で 
配布されている就学説明文（ピリピノ語版） 

 

 2005年度において、外国人児童生

徒の学習保障事業のステップ①「日本

語がわからない児童生徒を対象にし

た初期指導」（ばら教室KANI）を受講

した外国人児童生徒からドロップア

ウトした子どもは0人でした。 

つまり、ステップ①を修了したすべ

ての外国人児童生徒は、学習を継続し、

各在籍校に通っています。 

 

 また、外国人登録窓口のある市民課

では、就学年齢に相当するすべての外

国人住民を対象に、パンフレット等

（右の参考資料を参照）を使って就学

案内を行い、市民課と市教育委員会学

校教育課との連携を開始しました。 

その結果、日本の学校に在籍する子

どもだけでなく、外国人学校に通う子

どもの就学状況を把握することもで

きるようになりました。 

 

 

 05年度（05年 3月末）の可児市における外

国人児童生徒担当教員（加配）の状況は、小学

校で4校、教員数10人であり、中学校で1校、

教員数3人でした。加えて、加配教員数を加配

学校数で割った結果、小学校では2.5人、中学

校では3人でした。 

 可児市においては、前述の外国人児童･生徒

の学習保障事業のステップ②「国際教室」が設

置されている学校に、加配教員が配置されまし

た。 

 その他、市費による通訳･指導員が8人（国

際教室5人、学校教育課分室3人）、市の相談

員派遣が2人、民間団体（ボランティア団体）

である可児市国際交流協会からの通訳･指導員

派遣が2人の計14人が、学校現場で活躍しま

した。 
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表7 可児市における外国人児童生徒対応の加配学校数と教員数 

  学校数 加配校 学校比 加配教員 加配平均 

計 16校 5 校 31.3% 13 人 2.6 人 

小学校 11校 4 校 36.4% 10 人 2.5 人 

中学校 5 校 1 校 20.0% 3 人 3 人 

 

2-1.外国人児童生徒担当者会の開催 

市教育委員会学校教育課長、指導主事、外国人児童生徒が在籍する各学校（国際教室など）担当

者、ばら教室KANI担当者、外国人児童生徒コーディネーター、通訳助手、巡回指導員をはじめ、

可児市まちづくり推進課、可児市国際交流協会など、外国人児童生徒に関わる各関係者が集まり、

外国人児童生徒担当者会を実施しました。 

実施回数は、05年度は6回でした。協議内容は、下記のとおりです。 

 

表8 05年度 外国人児童生徒担当者会の開催日と協議内容 

 

 

 

 

 

 

 

2-2.外国人児童生徒交流会の開催 

2005年10月、可児市立小･中学校に在籍する外国人児童生徒が年齢や国籍を超えて交流する「外

国人児童生徒交流会」を行ないました。この交流会は、今年で14回目を迎えます。 

開催日は、05年10月12日と10月19日の2日間でした。 

開催内容等は、下記のとおりです。 

 

 

表9 2005年度外国人児童生徒交流会の内容 

 

 

開催日 協議内容 

1 4月21日 担当者の紹介と各学校の様子と実態 

2 6月23日 各学校の取り組みの交流（時間割等） 

3 7月25日 外国人児童生徒交流会の計画①（確認）、各学校の交流 

4 9月7日 外国人児童生徒交流会の計画②（最終確認）、各学校の交流 

5 11月9日 外国人児童生徒交流会の反省と次年度に向けて、各学校の交流 

6 2月15日 各学校の取り組みの成果と今後の方向 

開催日 対象者 テーマと内容 

10月12日 小1～4年 スポーツを通じた交流 

･大玉ころが 

･借り物競争 

･名刺交換ゲーム 

名刺交換ゲーム 
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＜参考＞ 学用品･体操着等リサイクル
の呼びかけ文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3.学用品･体操着等リサイクルの呼びかけ 

 転出入の多い外国人児童生徒のサポートとし

て、05年度より学用品･体操着等リサイクルの

呼びかけを開始しました。 

 

 06年3月に市立小･中学校を卒業する小学6

年生と中学3年生の保護者を対象に、市教育委

員会学校教育課長から各学校長を通じて、呼び

かけていただきました。 

市内にある小･中学校の各担当者をはじめ、卒

業生の保護者にご協力いただき、多くの学用品･

体操着等が集まりました（現在は、学校教育課

分室に保管しています）。 

  

 ご協力くださった方々には、心より感謝とお

礼を申しあげます。 

 

 

2-4.外国人雇用企業との懇談会 

蘇南中学校PTA会長の呼びかけにより、2006年2月23日、外国人雇用企業との懇談会を実施し

ました。外国人を多く雇用する可児市内に所在する企業5社から参加がありました。 

 

当日は、外国人児童･生徒が多く在籍する土田小学校、今渡南小学校、今渡北小学校、蘇南中学

校、ばら教室KANI、市教育委員会の各担当者が出席し、各学校等の取り組みについて紹介しました。 

 

 

10月19日 小5～中3年 暮らす街を知ろう 

･加茂農林高校の見学 

･鳩吹山登山 

･ 

鳩吹山の山頂にて 
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2-5.多言語による進路説明会の実施 

2004年度より、市教育委員会学校教

育課と可児市国際交流協会をはじめ、

地域の外国人コミィニティが連携し、

多言語による進路説明会を開始しま

した。 

今年度は、05年8月28日に土田公

民館で開催しました。 

当日は、市内在住の外国人の子ども

やその保護者から20人を超える参加

がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-6.奨学金制度（可児市国際交流協会奨学金基金） 

ボランティア団体（民間団体）である可児市国際交流協会では、就学支援の１つとして「可児市

に暮らす外国人の子どものための高校進学奨学金制度」を設けました。 

多様な背景を持つ外国人生徒の高等学校への学習意欲をサポートするとともに、将来の国際人材

養成に役立てようと設けた、2004年度からスタートした制度です。可児市在住で、高校に進学を希

望する外国人生徒を対象としています。 

04年度は2人、05年度は2人の外国人生徒が、この制度を獲得しました。 

＜参考＞進路説明会の案内文 
（ポルトガル語、ピリピノ語版） 
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３．ばら教室 KANI の実践 

可児市に外国人の子どもが増加する中で、子ども達が生き生きと成長し、安心して学習できる場

として、05年4月6日に「ばら教室KANI」（学校教育課分室）が誕生しました。 

 

 

 

 

 

3-1.日課表、指導体制 

ばら教室 KANIには、学校区を問わず、可児市全域から外国人児童生徒が通っています。そのた

め、日課表作成にあたっては、遠方から通う外国人児童生徒の通学を考慮し、土田小学校の日課を

参考にして作成しました。また、休日や祝日等の扱いについては、土田小学校の年間行事と同日に

しました。 

 

表10 05年度ばら教室KANIの日課表 

時 間 内 容 

9:00 登校 

9:30 始業の挨拶 

9:35～10:20 1時間目（日本語） 

10:45～11:30 2時間目（算数） 

11:40～12:20  3時間目（日本語） 

12:20～14:00  給食、掃除、昼休み 

14:05～14:50 4時間目（日本語） 

15:00   終業 

15:30  下校 

    

ばら教室KANI（学校教育課分室）には、室長、通訳助手、外国人児童生徒コーディネーターの3

人が市費で配置されました。その他、可児市国際交流協会から同協会スタッフが交代で3人派遣さ

れました。 

指導にあたっては、入室した外国人児童生徒の学習歴や学力等にあわせ、文化的および言語的な

背景を考慮し、上記6人の指導体制を調整しました。 

指導内容は、日本の学校ルールをはじめ、基本的な挨拶や学習品の名称などの初歩的な日本語指

導、在籍学年に相当した算数（数学）など、個々の状況にあわせました。 

下切 
公民館 

         
 

「ばら教室KANI」は、可児市教育 

委員会学校教育課が管轄し、教室運営

を行っています（この看板が目印） 

 開室時間:月～金 8:30～17:00 

                   

土田小学校 
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3-2.入室者数と修了者数 

2005年度の 1年間、延べ58人の外国人児童生徒がばら教室KANIに通室しました。その内訳は、

小学生が38人、中学生が17人、その他が3人でした。また、入室した58人のうち、51人が修了

しました。その内訳は、小学生が34人、中学生が14人、その他が3人でした。 

 

表11 05年度･ばら教室KANIにおける月別通室者数と修了者数 （人） 

    入室数 修了数 

計 58 51 

小学生 38 34 

中学生 17 14 
総計 

その他 3 3 

*1･･･小 1（女）の引率して来室した姉（15歳） 

*2･･･4 月に修了した小 1（女）が再入室 

*3･･･帰国 

*4･･･再入室した小 1（女）が再修了 

    入室数 修了数     入室数 修了数 

計 9 1 計 6 0 

小学生 6 1 小学生 3  

中学生 2  中学生 2  
4 月 

その他 1  

10 月 

その他 1  

計 9 7 計 0 1 

小学生 7 5 小学生  1 

中学生 2 1 中学生   
5 月 

その他  1(*1) 

11 月 

その他   

計 6 3 計 2 6 

小学生 4 3 小学生 1（*2） 5 

中学生 2  中学生 1 1 
6 月 

その他   

12 月 

その他   

計 2 2 計 4 0 

小学生   小学生 3  

中学生 2 2 中学生 1  
7 月 

その他   

1 月 

その他   

計 1 8 計 8 5 

小学生 1 6 小学生 5 3 

中学生  2 中学生 2 2(*3） 
8 月 

その他   

2 月 

その他 1  

計 7 7 計 4 11 

小学生 5 4 小学生 3 6(*4） 

中学生 2 3 中学生 1 3 
9 月 

その他   

3 月 

その他  2 
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表12 05年度･ばら教室KANIにおける国籍別学校別通室者数 （人） 

計 ブラジル フィリピン ペルー 
総計 

58 41 16 1 

今渡南 5 2 3  

土田 9 9   

帷子 0    

春里 0    

東明 0    

旭 0    

広見 7 5* 1 1 

南帷子 0    

桜ヶ丘 0    

今渡北 17 13 4  

兼山 0    

小
学
校 

計 38 29 8 1 

蘇南 13 8 5  

中部 2 2   

西可児 1 0 1  

東可児 0    

広陵 1  1  

中
学
校 

計 17 10 7 0 

その他 3 2 1  

 

 

3-3.通室期間と修了日 

各外国人児童生徒の修了にあたっては、対象の児童生徒が在籍する担当教員、ばら教室 KANI担

当者等と認定会議を実施し、個々の修了日を決定しました。したがって、通室期間は個々の状況に

より異なりました。 

認定会議では、対象の外国人児童生徒がばら教室 KANIで学習した内容や指導内容（理解してい

る点、理解していない点を明確化）、日常生活の状況、家庭環境などについて報告し、対象の外国

人児童生徒の学習意欲を最優先して、ばら教室KANI修了の不可を討議しました。 

対象者の修了にあたっては、毎回修了式を行いました。なお、修了式には、修了者とその保護者、

および修了者が在籍する学校関係者、土田自治連合会、可児市国際交流協会、市教育委員会関係者

などが出席し、子どもたちの成長を祝いました。 

なお、ばら教室を修了した51人の通室期間については、次のとおりです（通室期間については、

夏休み･冬休み、休日なども含まれています。 

 

 

*･･･4 月に修了した小 1（女）が再入室 
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表13 05年度･ばら教室KANIの通室期間別小学校･中学校別修了者数 （人） 

期間 計 小学生 中学生 その他 

計 51 27 21 3 

1 ヶ月未満 7 6 1  

1 ヶ月以上～2 ヶ月未満 12 3 9  

2 ヶ月以上～3 ヶ月未満 11 6 5  

3 ヶ月以上～4 ヶ月未満 16 12 4  

その他 5  2 3 

 

 

3-4.その他 

◎ばら教室KANI通信の発行 

地域の方々や各関係者の方々を対象にした「ばら教室KANI通信」を2～3ヶ月に1回発行しまし

た（年間5号発行）。 

なお、ばら教室 KANIが所在する土田地区の自治会については、同自治会内にて回覧していただ

きました（回覧板等）。 

 

◎地域の方々との交流 

 ご近所の方々のご協力とご理解により、ばら教室 KANIに通室する外国人児童生徒と地域の方々

との交流の機会を持つことができました。 

＜交流内容＞ 

 5月･･･いちご狩り（計10回）    

6月、8月･･･遠足/やすらぎの森 

 10月･･･枝豆とり          

11月･･･芋掘り、焼き芋大会 

12月･･･クリスマス会（土田小から招待） 

1月･･･お餅つき、どんど焼き（土田小から招待） 
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3-5.今後の課題 

1）指導体制について 

【反省点】 

・チャイムがないことから、授業がどうしても長くなってしまう。 

・掃除･昼休みの確保が難しかった。 

【検討事項】 

・午前中はレベル別による授業、午後は一斉授業できるような体制に改善する。 

・掃除は毎日実施できる日課にし、昼休みの過ごし方を改善する。 

 

2）学習指導について（日本語、算数）     

【反省点】 

 ・日本語は、学力別に指導していく体制がよかった。 

 ・教科（算数）の指導は、在籍校へ戻る際、子どもの自信に繋がっている。 

【検討事項】   

・指導体制を検討し、学力と年齢を考慮したグループ指導を行っていく。 

 

3）生活指導について 

【検討事項】 

・アクセサリーなどの注意や助言。 

→スタッフが共通理解を持つ。 

宗教に関するアクセサリー、女の子のピアスについては、考慮しながら指導していく。 

・子どもの持ち物  

→入室の説明の時に、具体的に説明していく。 

  

4）その他 

【検討事項】 

・子どもたちが日本語を使う機会の確保として、朝の会などを改善し、人前で話す機会を作ってい

く。 

・掲示した写真、絵などは、保護者からの反響が多々あった。継続して子どもの様子などを掲示し

ていく。 

・子どもの学習記録は、スタッフ内で子どもの指導内容や状況が意見交換、情報共有できるような

システムに改善する。 

・ばら教室や子どもの指導に関するスケジュール調整を事前に行う。 
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４．国際教室の実践 

前述のとおり、2005年度可児市立小･中学校における国際教室設置校数（ステップ②、ステップ

③）は、小学校は3校、中学校は1校の計4校でした。 

外国人児童生徒の指導体制、学習指導、生徒指導、翻訳･通訳、今後の課題の 5点に関する各学

校（国際教室）の実践（実績）内容は、次のとおりです。 

 

4-1.外国人児童生徒の指導体制 ① 

    土田小 今北小 広見小 蘇南中 

担当教員数 3 3 1 5 

外国人児童生徒に関わって授業を 
行っている教員数 

5 0 1 5 

通訳等 1 1～2* 4 2 

日本語指導

の指導体制 

 

ボランティア等 1 0 0 0 

母学級を優先抜き出し指導をしている ○ ○ ○ ○ 

国際教室等を優先抜き出し指導 
を行っている 

        

時間割 

の組み方  

（○を付ける） 
その他   ○ ○   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

蘇南中学校（国際教室） 

蘇南中学校（選択･ポルトガル語） 

今渡北小学校（国際教室保護者会） 



4-2.外国人児童生徒の指導体制　②

土田小 今北小 広見小 蘇南中

「日本語指導必要」と判断する基準
は何ですか。

・日常会話ができ、教室での
授業がそれなりに理解できる
状態であることを、観察やテ
ストなどで評価し、指導者と
保護者で話し合って決める。
・日常会話が不十分であった
り、学習の補充が必要な場合
には、日本語指導が必要であ
ると判断する。

･生活に必要な日本語が理解
できるかどうか。
･学習において、教師の指示
が理解できるかどうか。
・簡単な日本語を話したり、
書いたり、意味がわかるかど
うか。
・同学年の教科の学習が大変
遅れているまたは学習してい
ないかどうか。

･日本の学校の習慣がみにつ
いていない。
･日本語理解できず、教師や
友達との意思の疎通ができな
い。
･当該学年の学力が身に付い
てない。

･普通教室での授業が理解で
きない。

「日本語指導が必要でなくなった」と
する判断基準は何ですか。

・日常会話が不十分であり、
学習の補充が必要のない場合
には、日本語指導が必要でな
いと判断する。

･生活に必要な日本語が理解
できるかどうか。
･学習において、教師の指示
が理解できるかどうか。
・簡単な日本語を話したり、
書いたり、意味がわかるかど
うか。
・同学年の教科の学習が大変
遅れているまたは学習してい
ないかどうか。

･学校の習慣に馴染み、教
師・友達との意思の疎通がな
んとかできる。
･該当学年の学習がなんとか
理解できるまで学力が高まっ
たとき。

･普通教室での授業が理解で
きる。

外国人児童生徒指導全体計画は作
成してありますか。

･国際教室の学級経営案を作
成し、全体計画として扱って
いる。

有 ･ありません ･国際教室指導全体計画は作
成してある。
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4-3.学習指導に関して

土田小 今北小 広見小 蘇南中

日本語指導の際の使用教材の状況
（有の場合は内容について）

・初期日本語指導において
は、日本語指導教材「ひろこ
さんの日本語」を用いてい
る。
・カード、プリントなどの補
助教材。

･日本語を学ぼう（文部科学
省）。
･外国人のための漢字学習。
･1年生の国語の教科書の中か
ら説明文、物語などを取り上
げる

有
プリント（机、いす、ほうき
等の物の名前、計算、ひらが
な、カタカナ等）

くりかえしかんじドリル

日本語指導の際の自主作成の状況
（有の場合は内容について）

・カード、プリントなど。 上記の教材にあったプリント
作成（日本語の単語表、漢字
練習プリント、物語･説明文
の抜粋、九九、計算表など）

上記プリントを自作 特になし

効果的であった指導内容や指導方
法

・低学年における道徳の指
導。
・初期日本語におけるカルタ
やかなパズルの活用。

･九九の学習：段階をおって
順に教えた（プリントを細か
く分ける）。まとめの段階
で、タイム競争をさせると意
欲を持って取り組む（一斉学
習の必要性）。
･色の学習：訳してもらいな
がら、母語と日本語と色（色
ぬり）をあわせながら指導。
その後、色を使ったゲームを
した。

・物の名前プリント（例:母
国では掃除の習慣がなく、ほ
うき・ちりとり等の名前・使
い方を知らなかった）
・発音練習（学級で「うるさ
い」と言いたかったのを「く
さい」と言ってしまい、トラ
ブルとなることがあった）

･ただ単に漢字のみを単独で
練習させるのでなく、書き順
も指導し、例文の中で指導す
ると理解させやすかった。そ
の上で上記の教材は有効で
あった。

効果的でなかった指導内容や指導
方法

- ･漢字の学習（個々に）：意
味がわからないとあまり意欲
的に取り組まない。

･音読が上手なので概ね理解
できているかと思っていた
ら、計算力が不足しているこ
とがあった。読み・書き・計
算の力がアンバランスである
ことがわかった。

-
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4-4.生活指導に関して

土田小 今北小 広見小 蘇南中

基本的生活習慣の指導を行った内
容
（外国人児童生徒交流会、保護者会
等も含む）

・道徳学習。
・外国籍児童保護者懇談会。
・個人懇談。（通訳、国際教
室担当者、担任と保護者で）
・外国籍児童全体に対する生
活指導。
・通信の発行(週1回）
・行事を通して文化を学ぶ活
動。（七夕会、クリスマス
会、どんど焼き、お別れ会、
パスコアなど）

＜児童向け＞
･夏休みや冬休みなどの休み
前の指導（全員を集めて行っ
た）。
･行動等（遠足、社会見学な
ど）の持ち物などの確認。
･日本の学校が初めての子に
は、今北の生活について指
導。
＜保護者向け＞
･土曜日の参観日に懇談会を
行い、学校生活、お願いした
いことなど話した。またプリ
ントを用意した。

・集団登校（分団登校）する
こと
・学校の時間割（生活）の説
明
・鉛筆の持ち方
・トイレの使い方
・学校廻りなど
保護者への給食費・学級費な
ど、毎月お金を納めていただ
くことを説明した。

･市の外国籍児童生徒交流会
の高学年の部（小学校５・６
年～中学生）で、高校見学を
行い進路指導の一環とした。
地元の登山も行い、困難なこ
とにも立ち向かっていく心の
育成を図った。また、この行
事を通して小学生を引っ張っ
ていくリーダーとして活躍さ
せて自信を持たせようと仕組
んだ。

上記を実施して良かった点

・日本の生活習慣や文化につ
いて指導することができた。
・学校生活の約束やマナーに
ついて指導することができ
た。

･共通理解がもてた。
･無断で休むことが少なく
なった。

日本の学校について分かって
もらえたこと。

小学生の面倒をみたり、開閉
会式での言葉を紙を見ないで
言えたりするなどして、いろ
いろな人から評価してもらえ
自信を持つことができ、その
後の学校生活につながった。

上記を実施した課題点

・学校生活の約束やマナーに
ついて保護者にもっと理解し
てもらう必要がある。

･忘れ物がなかなか無くなら
ない。
･保護者への理解はだいぶで
きてきたが、仕事の関係でな
かなか参加してもらえない家
庭も多く、連絡に困った。
･給食費等などの未納者があ
る。

･集団登校（分団登校）・自
宅学習など、母国にない習慣
は、言葉で説明しても保護者
にイメージがなく実行してい
ただけない。

･中学生の服装指導はもっと
徹底して事前にしておく。
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4-5.翻訳･通訳に関して

土田小 今北小 広見小 蘇南中

校務文書、保護者連絡文書の翻訳
状況

・重要な通信や広報の内容、
通知表の所見などを翻訳して
もらっている。

･英語･ポルトガル語のできる
人がきてくれていたので、英
語･ポルトガル語両方の翻訳
がお願いできた。が、毎日来
ていただけるわけではないの
で、不都合な時もあった。

学年通信・行事予定・通知表
等の翻訳は、通訳の方に依頼
している。とても助かってい
ます。

･できるかぎり必要なものは
ポルトガル語、英語の両方へ
の翻訳を実施している。（ポ
ルトガル語は専任の職員が、
英語は英語の教員が）

校務文書、保護者連絡に関する通訳
状況

・来校者や電話での問い合わ
せ時などに通訳をしてもらっ
ている。

･毎日どなたかは通訳の人が
いてくれたおかげで、保護者
への連絡ができた。が、勤務
の時間外にも必要な時が多々
あった。

保護者への電話や手紙の連
絡、保護者からの問い合わせ
は、通訳の方にお願いしてい
る。とても助かっている。

保護者会においてはポルトガ
ル語、英語両方への通訳を
行っている。（ポルトガル語
は専任の職員が、英語は英語
の教員が）

翻訳･通訳に関する課題点

・通訳担当者が3時に帰るた
め、3時以降の外国籍保護者
の問い合わせなどに十分対応
することができない。
・通知表の所見の翻訳が短時
間に沢山なので、翻訳をして
くださる方に大きな負担をか
けている。

･通訳･･･担当者が同じ時は、
保護者との連携がうまくいく
が、そうでない時は時間がか
かる。時間外勤務の難しさ。
･翻訳･･･必要な時とみえる時
とが、あわない時が困る。
所見など、短期間に大勢（60
人近く）のものを翻訳しても
らわなくてはいけないので大
変。翻訳だけにかかりっきり
になり、他の仕事（子どもの
サポート）が頼めない。

授業の支援と通訳が重なり、
時間内に終われない時があ
る。

･ポルトガル語については翻
訳できる職員が１人しかいな
いのでなかなか翻訳がおいつ
かない。英語は英語の教員が
やっているので普通の授業以
外にさらにやらなければなら
ないのできつい。
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4-6.今後の課題

土田小 今北小 広見小 蘇南中

内容

・時間割の組み方。
・学習形態の工夫。

①母学級優先→国際教室優先
　今まで学級の時間割にあわ
せて、外国籍児童が国際教室
へ通級していた。そのため、
人数もバラバラで、指導の徹
底がなかなかはかれなかっ
た。人数の少ない時期。
②道徳教育の充実
　日本人児童⇔外国籍児童
（それぞれの立場を理解する
もの、日本の国での適応に関
したものなど）
③全校児童へのアピール
　フィリピン、ブラジルの紹
介。ポルトガル語の紹介など
外国籍児童を中心に発表。
④母学級の担任との連携およ
び全職員との共通理解
⑤保護者との連携をさらに密
にする

・今年度は個別指導を行って
きたが、18年度は1･2年生は
外国籍の学年単位で取り出し
通訳を通して集団授業を行い
たい。

・基本的な生活指導の一環と
して、国際教室で学習する生
徒のみで１週間に１日は朝の
会・帰りの会を行い、服装を
はじめ生活の指導を行う。

20
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５．今後の課題 

 

１）担当者会の充実 

外国人児童生徒に関する指導体制、指導内容、日本語指導の有無などは、各学校により異

なっていることがわかりました。したがって、各学校の実践や経験を共有し、より効果的な

指導法などを具体的に協議できる場が今後必要であると考えられました。 

 

２）翻訳の共有化とツールの充実化 

 各学校で活躍する通訳助手や巡回指導員は、学習指導における通訳補助だけでなく、翻訳

作業にかなりの時間を費やしていることがわかりました。とりわけ、外国人児童生徒の国籍

も多様化し、対応言語も多言語化しています。したがって、各学校で作成された翻訳文など

は、共有化できるシステムの充実化と活用法の検討が必要であると考えられました。 

 

３）地域課題に対する理解 

 可児市における外国人住民の居住は、偏在化しています。そのため、外国人児童生徒の在

籍者数の状況も、可児市立小･中学校内においても異なっています。このような現状から、外

国人児童生徒の課題は、外国人児童生徒が多く在籍する学校やその担当者の課題として扱わ

れることも少なくありません。したがって、可児市立小･中学校の全教員が外国人児童生徒を

取り巻く教育環境について学習できる機会（地域課題に関する学習）が今後必要であると考

えられました。 

 

４）障害を持った外国人児童生徒 

 外国人児童生徒に関わる担当者から、学習障害を持った外国人児童生徒の存在が報告され

るようになりました。従来は、言葉や文化の違いにより、日本社会から「見えない」存在と

されてきました。外国人児童生徒の増加に伴い、こうした障害を持った子どもたちにも対応

できる体制が今後必要であると考えられました。 

 

５）各関係者との連携 

 可児市で出生する外国人出生児は、近年増加しています。そのため、市内にある幼･保育園

にも多くの外国人園児が通園しています。とりわけ、可児市における保育園数の課題もあり、

コミュニティが経営する認可外保育を利用する外国人住民も少なくありません。外国人住民

の定住化が進み、就学前の外国人の子どもたちが増加する中で、このような就学前の外国人

の子どもに関わる各関係者との連携は、今後不可欠であると考えられました。 
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参考資料① 

可児市外国人児童・生徒の学習保障事業実施基準 

可児市教育委員会 

（目的） 

第 1 条 この基準は、可児市教育委員会事務組織等に関する規則（平成 6 年可児市教育委員会規

則第7 号）第10 条学校教育課の項第9 号の分掌事務に関し、外国人児童・生徒の学習保障事業

（以下「本事業」という。）を実施することにより、その初期対応や中長期にわたる計画的な教育

環境の充実を図るため必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（事業体制） 

第 2 条 本事業に係る各担当と職務内容は、外国人児童・生徒の学習保障事業実施の手引き（以

下「手引き」という。）別表1 による。 

 

（事業の内容） 

第 3 条 本事業は、外国から来日して初めての就学として可児市立小中学校に入学する児童・生

徒の学習指導及び中長期にわたって継続的に外国人児童・生徒の教育を充実するため、次の事業

を実施する。 

（1）外国人児童・生徒に対する学校生活支援及び学習支援を、小中学校の「国際教室」と市内の 

「ばら教室KANI」において行う。学校生活支援は、児童･生徒の状況を考慮し、保護者との 

懇談により進める。学習支援は、対象別・目的別に「初期指導」と「教科指導」に分けて実施 

する。各指導内容は、手引き別表2 による。 

（2）外国人児童・生徒教育担当者会（手引き別表 3 による）を構成し、関係教員等への日本語

指導や各研修会を実施する。 

（3）外国人児童・生徒の教育指導に関する資料室を設け、各種資料の収集や情報の共有化を図る 

とともに、調査・研究を行う。 

（4）各関係者との連携を図り、外国人児童・生徒の学習保障に関する総合的な方針案を策定する。 

 

（国際教室等） 

第 4 条 日本語指導や特別な教科指導が必要な外国人児童・生徒が在籍する市内小中学校に、岐

阜県教育委員会との協議により国際教室を置き、担当教諭を配置する。 

2 国際教室を置く小中学校は、外国人児童・生徒の学習指導の全体計画や指導計画を策定し、実 

態に応じた教育を行う。 

3 国際教室を置かない小中学校は、校長・教頭・学級担任・教科担任・巡回指導員等と協議し、 

カリキュラムの編成や生活・学習の体制を整備する。 

4 市教育委員会は、国際教室に通訳業務ができる指導助手を派遣する。 

5 市教育委員会は、市まちづくり推進課や市国際交流協会等と連携を図るとともに、国際教室等 

における相談活動・通訳業務・学習支援等のために、関係者の派遣を求める。 
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（ばら教室KANI） 

第5 条 市教育委員会では、ばら教室KANI(可児市土田3795 番地3)を設置し、外国人児童・生徒 

の学校教育で必要な生活指導や初期的な日本語指導を一定期間集中的に実施する。 

2 ばら教室KANI に、室長・指導助手等を置く。室長は、学校教育課長の指示によりばら教室KANI 

の管理運営と学習支援指導を行う。 

3 ばら教室KANI への外国人児童・生徒の入室は、当該児童・生徒の教育実態に基づき、保護者 

と本人に説明し、在籍校と学校教育課で決定する。入室までの手続きは、手引き別表4 による。 

4 ばら教室KANI での修了は、当該児童・生徒の教育実態に基づき、保護者と本人に説明し、修 

了認定委員会で決定する。修了認定委員会は、当該児童・生徒の在籍校長・学級担任・国際教室 

担当者・指導主事・室長・指導助手・外国人児童・生徒コーディネーターで構成する。 

５ ばら教室KANI に通学する外国人児童・生徒は、在籍校において健康診断や予防接種を行うと 

共に、学校保険「日本スポーツ振興センター保険」に加入する。 

６ ばら教室KANI への通学方法等は、その保護者の責任とする。 

 

（外国人児童・生徒コーディネーター） 

第6 条 市教育委員会は、次の職務を行うために外国人児童・生徒コーディネーターを置く。 

（1）外国人児童・生徒の教育に関する学習支援を行う。 

（2）外国人児童・生徒の教育状況に関する調査・研究を行う。 

（3）外国人児童・生徒の教育に関する小中学校への支援・指導・助言を行う。 

（4）外国人児童・生徒の教育に関する関係団体との連絡調整を行う。 

（5）指導助手、巡回指導員、その他協力者への支援・指導・助言を行う。 

 

（外国人児童・生徒巡回指導員） 

第7 条 市教育委員会は、次の職務を行うために外国人児童・生徒巡回指導員を置く 

（1）国際教室を設置しない小中学校に在籍する児童・生徒への指導援助や保護者への教育相談、 

通訳業務、その他必要な業務を行う。 

 

（外国人児童・生徒の教育に関する資料室） 

第8 条 市教育委員会は、外国人児童・生徒の教育に関する資料室を、ばら教室KANI 内に設置し、 

関係資料等を収集し、調査・研究に資する。 

 

（外国人児童・生徒の編入・転入学に関する手続き） 

第9 条 外国人児童・生徒の編入・転入学に関する手続きは、手引き別表４による。 

 

（雑則） 

第10 条 この基準に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この基準は、平成17 年4 月1 日から施行する 
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参考資料② 

表 2002～05年度 

可児市における学校別国籍別 日本語指導が必要な外国人児童生徒数 （人）/各9月1日現在 

 計 

ブ
ラ
ジ
ル 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

韓
国･

朝
鮮 

中
国 

ペ
ル
ー 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン 

日
本 

参考 
外国籍 

児童生徒数 

計 71 70 0 0 0 1 0 0 101 

小学校 57 56 0   0 1 0 0 78 02 年度 

中学校 14 14 0   0 0 0 0 23 

計 87 79 6 0 1 1 0 0 123 

小学校 67 60 5   1 1 0 0 93 03 年度 

中学校 20 19 1   0 0 0 0 30 

計 110 93 16 0 0 0 1 0 155 

小学校 83 70 12 0 0 0 1 0 118 04 年度 

中学校 27 23 4 0 0 0 0 0 37 

計 114 87 22 0 0 1 1 3 180 

小学校 86 68 13 0 0 1 1 3 139 05 年度 

中学校 28 19 9 0 0 0 0 0 41 
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参考資料③ 新聞･テレビ等での紹介、視察者など 

 

1.雑誌、新聞掲載分 

『スムーズな転入サポート日本語や習慣楽しく指導 可児市が外国籍児童対象にプレスクール

（グラフィック中濃）』岐阜新聞（中濃地域版）05年4月17日朝刊. 

『目立つ子どもの不就学 －外国人の実態調査定住化増える傾向･可児市』中日新聞（岐阜県版）

05年5月20日朝刊. 

『就学支援「ばら教室KANI」が始まりました』可児市国際交流協会広報誌「かけはし」2005年5

月（第13号）. 

『不就学ゼロに －近江八番 岐阜･可児から学ぶ』滋賀新聞05年6月5日朝刊. 

『外国籍の子どもたち教育実態に理解を』毎日新聞（滋賀版）05年6月3日朝刊. 

『外国籍の子どもたち不就学など考える』毎日新聞（滋賀版）05年6月5日朝刊. 

『可児・在住外国人へ説明会 楽しい高校生活に』中日新聞（可児･東濃版）2005年8月30日. 

『就学実態調査の大切さ －岐阜県可児市、積極改善に動く（デカセギ教育シンポジウム）』ニッ

ケイ新聞（ブラジル本国発行版）05年9月20日. 

『市内の学校から気軽にダウンロード －岐阜県可児市の取り組み』市民活動総合情報誌「フォ

ロ」社会福祉法人大阪ボランティア協会05年9月（408号）. 

『特集 外国人の子どもたちの教育』「広報かに」05年10月1日（558号）. 

『外国人同士仲良く 可児･児童生徒が交流』中日新聞（可児･東濃版）05年10月22日朝刊. 

『「不就学ゼロ」をめざした岐阜県可児市の取組み』図書館と日本在住外国人をむすぶ人･言葉･

生活･本･情報の通信「むすびめ2000」05年11月（53号）. 

『特集デカセギ 可児市の取り組み』「Cultura Japonesa」ブラジル日本語センター Centro 

Brasileiro de Língua Japonesa（ブラジル本国発行）05年12月（04号）. 

『「不就学ゼロ」に挑む 日本語教室を開設 －岐阜･可児市外国人の子支援』朝日新聞（東海版）

05年12月18日朝刊. 

『外国人の子どもが安心して学習できるまちづくり－不就学ゼロをめざして.El desarrollo 

comunitario donde los hijos de los extranjeros puedan estudiar de manera segura. 

Apuntando a cero en inasistencia.』convenio Kyodai.2006年1-2月（115号）.（ペル

ー、スペイン語版）. 

『給食にブラジル料理 －可児市の小学校 児童、食べ物の大切さ考える』岐阜新聞 06年 1月

26日. 

『学校給食週間 給食っておいしいよね』中日新聞（可児･東濃版）06年1月27日朝刊. 

『不就学ゼロをめざして－可児市･外国人の子どもの学習権を保障する取組み』月刊自治研 2006

年1月号. 

『日系南米人の教育問題－国の対策これから（教育の森）』毎日新聞（全国版）2006年1月30日

朝刊. 

『日系外国人は告発する 連載第 3回「ブラジル人はしょぼい。僕は日本人になりたい－小学 5

年生の劣等感を救えるか」』週刊ポスト2006年2月17日号. 
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『連載第1回多文化社会築く 外国人子弟に市立教室（教育ルネッサンス）』読売新聞（全国版）

2006年3月21日朝刊 

 

 

2.テレビ・ラジオ放送分 

ケービルテレビ可児、NHK（全国放送）、中京テレビ（東海地区）、MHKワールドラジオ（22言語、

全世界） 

 

 

3.行政関係者、教育関係者の訪問･視察が絶え間なくありました。 

＜主な自治体名＞ 

栃木県小山市、静岡県富士市、三重県、三重県四日市市、伊賀市、長野県飯田市、愛知県小

牧市、滋賀県近江八幡市、兵庫県、兵庫県姫路市、広島県呉市、岐阜県、岐阜県川辺町、美

濃加茂市など 

 その他、地域で活動するボランティア団体、研究者、学生などの視察も多くありました。 

 



可児市外国人児童・生徒の学習保障事業実施基準 
可児市教育委員会 

 （目的） 
第 1条 この基準は、可児市教育委員会事務組織等に関する規則（平成 6年可児市教育委員会規則
第 7号）第 10条学校教育課の項第 9号の分掌事務に関し、外国人児童・生徒の学習保障事業（以
下「本事業」という。）を実施することにより、その初期対応や中長期にわたる計画的な教育環

境の充実を図るため必要な事項を定めることを目的とする。 
 
 （事業体制） 
第 2条 本事業に係る各担当と職務内容は、外国人児童・生徒の学習保障事業実施の手引き（以下

「手引き」という。）別表 1による。 
 
（事業の内容） 
第 3条 本事業は、外国から来日して初めての就学として可児市立小中学校に入学する児童・生徒

の学習指導及び中長期にわたって継続的に外国人児童・生徒の教育を充実するため、次の事業を

実施する。 
（1）外国人児童・生徒に対する学校生活支援及び学習支援を、小中学校の「国際教室」と市内の
「ばら教室 KANI」において行う。学校生活支援は、児童･生徒の状況を考慮し、保護者との
懇談により進める。学習支援は、対象別・目的別に「初期指導」と「教科指導」に分けて実施

する。各指導内容は、手引き別表 2による。 
（2）外国人児童・生徒教育担当者会（手引き別表 3 による）を構成し、関係教員等への日本語指
導や各研修会を実施する。 

（3）外国人児童・生徒の教育指導に関する資料室を設け、各種資料の収集や情報の共有化を図る
とともに、調査・研究を行う。 

（4）各関係者との連携を図り、外国人児童・生徒の学習保障に関する総合的な方針案を策定する。 
 
 （国際教室等） 
第 4条 日本語指導や特別な教科指導が必要な外国人児童・生徒が在籍する市内小中学校に、岐阜

県教育委員会との協議により国際教室を置き、担当教諭を配置する。 
2 国際教室を置く小中学校は、外国人児童・生徒の学習指導の全体計画や指導計画を策定し、実
態に応じた教育を行う。 
3 国際教室を置かない小中学校は、校長・教頭・学級担任・教科担任・巡回指導員等と協議し、
カリキュラムの編成や生活・学習の体制を整備する。 
4 市教育委員会は、国際教室に通訳業務ができる指導助手を派遣する。 
5 市教育委員会は、市まちづくり推進課や市国際交流協会等と連携を図るとともに、国際教室等
における相談活動・通訳業務・学習支援等のために、関係者の派遣を求める。 

 
 （ばら教室 KANI） 
第 5条 市教育委員会では、ばら教室 KANI(可児市土田 3795番地 3)を設置し、外国人児童・生徒
の学校教育で必要な生活指導や初期的な日本語指導を一定期間集中的に実施する。 



2 ばら教室 KANIに、室長・指導助手等を置く。室長は、学校教育課長の指示によりばら教室 KANI
の管理運営と学習支援指導を行う。 

3 ばら教室 KANIへの外国人児童・生徒の入室は、当該児童・生徒の教育実態に基づき、保護者
と本人に説明し、在籍校と学校教育課で決定する。入室までの手続きは、手引き別表 4による。 

4 ばら教室 KANIでの修了は、当該児童・生徒の教育実態に基づき、保護者と本人に説明し、修
了認定委員会で決定する。修了認定委員会は、当該児童・生徒の在籍校長・学級担任・国際教室

担当者・指導主事・室長・指導助手・外国人児童・生徒コーディネーターで構成する。 
５ ばら教室 KANIに通学する外国人児童・生徒は、在籍校において健康診断や予防接種を行うと
共に、学校保険「日本スポーツ振興センター保険」に加入する。 
６ ばら教室 KANIへの通学方法等は、その保護者の責任とする。 
 
 （外国人児童・生徒コーディネーター） 
第 6条 市教育委員会は、次の職務を行うために外国人児童・生徒コーディネーターを置く。 
（1）外国人児童・生徒の教育に関する学習支援を行う。 
（2）外国人児童・生徒の教育状況に関する調査・研究を行う。 
（3）外国人児童・生徒の教育に関する小中学校への支援・指導・助言を行う。 
（4）外国人児童・生徒の教育に関する関係団体との連絡調整を行う。 
（5）指導助手、巡回指導員、その他協力者への支援・指導・助言を行う。 
 
 （外国人児童・生徒巡回指導員） 
第 7条 市教育委員会は、次の職務を行うために外国人児童・生徒巡回指導員を置く 
（1）国際教室を設置しない小中学校に在籍する児童・生徒への指導援助や保護者への教育相談、
通訳業務、その他必要な業務を行う。 

 
 （外国人児童・生徒の教育に関する資料室） 
第 8条 市教育委員会は、外国人児童・生徒の教育に関する資料室を、ばら教室 KANI内に設置し、
関係資料等を収集し、調査・研究に資する。 

 
 （外国人児童・生徒の編入・転入学に関する手続き） 
第 9条 外国人児童・生徒の編入・転入学に関する手続きは、手引き別表４による。 
 
 （雑則） 
第 10 条 この基準に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 
 
  附 則 
この基準は、平成 17年 4月 1日から施行する 
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可
児
市
の
人
口
は
、
平
成
十
七
年
九
月
一

日
現
在
で
十
万
千
百
二
十
八
人
。
そ
の
う
ち

外
国
人
は
六
千
百
三
十
七
人（
表
Ⅰ
）。
十
六

人
に
一
人
が
外
国
人
と
な
り
ま
す
。

　

地
区
別
で
一
番
多
い
の
は
今
渡
で
千
五
百

六
十
八
人
、
次
い
で
土
田
で
千
五
百
四
十
三

人
、
そ
し
て
下
恵
土
、
川
合
、
広
見
と
続
き

ま
す
。
外
国
人
が
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

四
月
一
日
現
在
の
県
内
四
十
六
市
町
村
の
中

で
三
番
目
。
特
に
多
い
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

籍
の
人
た
ち
で
、そ
の
数
は
四
千
五
百
四
人
。

外
国
人
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
の
人
た
ち
も

急
速
に
増
え
、
今
年
の
四
月
か
ら
九
月
ま
で

に
二
百
二
十
一
人
増
加
し
ま
し
た
。

 　

市
内
の
外
国
人
の
出
生
届
出
数
は
、
平
成

六
年
度
で
は
十
六
件
で
し
た
が
、
十
六
年
度

は
五
十
五
件
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
親

と
と
も
に
入
国
・
転
入
で
可
児
市
に
や
っ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
も
増
え
、
こ
の
こ
と
は
、

就
学
年
齢
期
（
小
学
一
年
〜
中
学
三
年
に
相

当
）
の
子
ど
も
た
ち
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
国
人
に
は
法
的
に
就
学
の
義

務
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
本
人
や
保

護
者
が
入
学
を
希
望
し
な
い
限
り
、
学
校
に

入
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
十
分

学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
がががががががががががががが
困困困困困困困困困困困困困困
難難難難難難難難難難難難難難
にににににににににににににに

学
校
生
活
が
困
難
に

国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際
化化化化化化化化化化化化化化
がががががががががががががが
進進進進進進進進進進進進進進
むむむむむむむむむむむむむむ
可可可可可可可可可可可可可可
児児児児児児児児児児児児児児
市市市市市市市市市市市市市市

国
際
化
が
進
む
可
児
市
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理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
か
ら
と
い

っ
て
も
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
は
、
学
校
に
入
学
し
て
も
言
葉
の
壁
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
と
れ
ず
、
学

校
生
活
を
困
難
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

 　

不
就
学
と
は
、
就
学
年
齢
期
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
で
、
全
国
各
地
で
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
市
で
は
平
成
十
五
年
度
、
十
六

年
度
の
二
年
間
に
わ
た
り
、
県
や
民
間
団
体

な
ど
と
協
働
し
て
「
外
国
人
の
子
ど
も
の
教

育
環
境
に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
初
の
試
み
で
、
市
内
に

暮
ら
す
就
学
年
齢
期
の
外
国
人
の
親
子
を
対

象
に
、
学
校
や
勉
強
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
に
携
わ
る

小
・
中
学
校
の
全
教
員
や
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
ら
に
も
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
外
国
生
ま
れ
の
子
ど
も
に
不

就
学
が
多
く
（
表
Ⅱ
）、
ま
た
、
就
学
年
齢
期

の
子
ど
も
の
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
何
の

教
育
も
受
け
て
い
な
い
、
つ
ま
り
不
就
学
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
表
Ⅲ
）。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
か
ら
、
不
就
学
に
な

る
三
つ
の
要
因
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①
経
済
的
な
要
因 

　
「
小
学
校
は
好
き
だ
っ
た
が
お
父
さ
ん
の

不不不不不不不不不不不不不不
就就就就就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学学学学学
のののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実
態態態態態態態態態態態態態態
をををををををををををををを
調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査

不
就
学
の
実
態
を
調
査

仕
事
が
な
く
な
り
、
お
金
が
な
く
な
っ
て
行

け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
や
む
を
得
ず

学
校
を
や
め
た
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外

国
人
学
校
に
通
う
子
ど
も
も
い
ま
す
が
、
市

内
に
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
は
日
本
に
お
い

て
私
塾
と
同
等
の
扱
い
に
な
る
た
め
、
公
的

支
援
が
極
め
て
少
な
く
、
授
業
料
が
非
常
に

高
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
保
護
者
へ

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
原
因
で
、
不
就
学

に
な
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

②
言
葉
の
壁
が
学
習
意
欲
を
低
下 

　

外
国
人
が
多
く
通
う
小
・
中
学
校
で
は
、

日
本
語
を
指
導
す
る
た
め
の
教
室
（
日
本
語

適
応
教
室
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

中
学
校
の
授
業
内
容
が
難
し
か
っ
た
り
、
授

業
が
日
本
語
で
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
、

「
言
葉
が
分
か
ら
な
い
」「
勉
強
に
つ
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
」と
学
習
意
欲
を
失
い
、

中
学
校
に
入
っ
て
も
卒
業
を
待
た
ず
に
学
校

を
や
め
て
し
ま
う
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

③
家
庭
内
の
問
題 

　

就
労
で
日
本
へ
来
て
い
る
親
の
中
に
は
、

「
い
ず
れ
帰
国
す
る
」と
い
う
考
え
を
持
つ
人

も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
日
本
で
勉
強
さ
せ

な
く
て
も
い
い
」
「
家
事
の
手
伝
い
を
し
て

い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
考
え
が
、
子
ど
も
た

ち
を
学
校
に
通
わ
せ
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、
市
は
外
国

人
の
不
就
学
に
対
し
、学
習
支
援
を
す
る「
外

国
人
児
童
・
生
徒
の
学
習
保
障
事
業
」
を
今

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

表Ⅰ　可児市の外国人人口の推移 
７,０００ 

６,０００ 

５,０００ 

４,０００ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
元 ３ ６ ９ １７.９ １７.４ １２ （平成） 

（人） 

１５ 

表Ⅱ・Ⅲ　資料「外国人の子どもの
教育環境に関する実態調査
２００４年度　調査報告書」から

※居住不明とは、調査対象者に訪問
調査を行った際、外国人登録住所
で別の人が住んでいることが確
認されたり、すでに帰国していた
場合などです。

表Ⅲ　就学形態別の状況

人数就学形態

３７.９％１４０人可児市立小中学校
日本の学校

０.５％２人私立中学校

２６.２％９７人ブラジル人学校

外国人学校 ０.５％２人インターナショナルスクール

０.３％１人朝鮮学校

６.８％２５人不就学

２７.８％１０３人居住不明のために、就学実態が不明

１００.０％３７０人計

（計２６７人、就学実態が判明した対象者） 
資料　市民課の人口統計表から

表Ⅱ　出生地別就学状況 

外国生まれ ９０人 ７８人 ２４人 

日本生まれ ５２人 ２２人 

１人 

日本の学校 外国人学校 不就学 

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％ 
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「
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
学
習
保
障
事
業
」

は
、
市
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
可
児

市
立
の
小
・
中
学
校
に
通
う
外
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
に
日
本
語
を
含
む
学
習
指
導
や
、
あ

い
さ
つ
、
掃
除
と
い
っ
た
生
活
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
の
四
月

か
ら
「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
こ
の
教
室
で
は
、
来
日
し
て
初
め
て

小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
際
に
、
日
本
の
生

活
に
慣
れ
て
い
な
い
、
日
本
語
が
ほ
と
ん
ど

話
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
日
本
語

を
中
心
と
し
た
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
教
室
に
出
席
す
る
と
、
在
籍
す
る
小
・

中
学
校
で
も
出
席
扱
い
と
さ
れ
る
こ
と
が
特

長
で
す
。

　

日
本
の
生
活
に
慣
れ
て
楽
し
く
学
校
に
通

え
る
よ
う
指
導
で
き
る
場
と
し
て
開
設
し

た
、「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」。
す
で
に
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
ま
す
。

日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本
語語語語語語語語語語語語語語
をををををををををををををを
学学学学学学学学学学学学学学
ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼ
うううううううううううううう

日
本
語
を
学
ぼ
う

スド・クリスチャンくん 
今渡北小２年・ブラジル 

ナカタ・カミラさん 
蘇南中３年・ブラジル 

フクヤマ・ステファニーさん 
今渡北小５年・ブラジル 

勉強は楽しい！日
本に来て５カ月だ
けど、日本は平和。
将来は弁護士にな
りたいけど、まだ
考え中。

きょうしつはたのしいよ。
ぼくのゆめは、けいさつ
かん。

この教室での勉強
は楽しい。将来は物
理療法を身に付け
たいから日本で卒
業して、本国で生か
してみたい！
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現
在
「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
に
は
、
十

四
人
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
ま
す
。
教

室
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
ど
れ
だ
け
の
子
ど
も

た
ち
が
必
要
と
し
て
く
れ
る
の
か
、
指
導
す

る
側
も
不
安
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。し
か
し
、

一
人
二
人
と
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が

て
通
室
す
る
子
ど
も
た
ち
が
不
就
学
の
友
達

を
連
れ
て
き
た
り
、
教
室
の
存
在
を
伝
え
た

り
と
自
ら
学
習
へ
の
輪
を
広
げ
る
よ
う
に
な

子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちち
のののののののののののののの
様様様様様様様様様様様様様様
子子子子子子子子子子子子子子
がががががががががががががが
変変変変変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわわわわわ
っっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたた
！！！！！！！！！！！！！！

子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
変
わ
っ
た
！

り
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
現
在
、
二
十
一
人
の
子
ど

も
が
こ
の
教
室
を
修
了
し
、
在
籍
す
る
学
校

へ
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
半
年

間
、「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
を
修
了
し
た
児

童
・
生
徒
の
う
ち
、
学
校
を
や
め
た
子
ど
も

は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
特
に
こ
れ
ま
で
中
学

校
の
生
徒
は
、
夏
休
み
に
入
る
前
に
や
め
る

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
一
人
も
や
め
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

パトリシア・パギアさん 
蘇南中２年・フィリピン 

ダニー・ケビンくん 
蘇南中３年・フィリピン 

ばら教室の友達はみんなやさしくて、
日本語でのあいさつや数の数え方、平
仮名や片仮名も覚えたよ。今は日本の
友達も増えて日本語で話すことも楽し
い。将来はスチュワーデスになりたい
から、これからもたくさんの日本語を
覚えたい！

ばら教室はとても楽しかった！日本語で体
の名前や、学校にある物、例えば机とかイス
という名前を覚えたよ。この学校でも友達
と話せるのは楽しい。授業は数学が一番楽
しいね。将来はエンジニアになりたい！
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「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
に
は
、
市
教
育
委

員
会
の
指
導
員
と
と
も
に
、
可
児
市
国
際
交

流
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
時
々
援
助
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
会
で
は
就
学
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
昨
年
度
「
可
児
市
に
暮
ら
す
外
国
人
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
高
校
進
学
奨
学
金
制

度
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ン
デ
ィ

を
持
つ
外
国
籍
生
徒
の
高
等
教
育
へ
の
学
習

意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の

国
際
人
材
養
成
に
役
立
て
よ
う
と
設
け
た
制

度
で
、
可
児
市
在
住
で
、
高
校
に
進
学
を
希

望
す
る
外
国
籍
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
現
在
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
二
人
の

生
徒
が
近
隣
の
高
校
（
定
時
制
）
に
通
学
し

て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
を
無
事
に
卒
業
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
が
、
そ
の
後
の
進
路
を
支
え
る
こ

と
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際
交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流
協協協協協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会会会会会
もももももももももももももも
ササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトト

国
際
交
流
協
会
も
サ
ポ
ー
ト

 　
「
外
国
人
の
子
ど
も
の
教
育
環
境
に
関
す

る
実
態
調
査
」
で
は
、
市
の
窓
口
に
お
い
て

学
校
案
内
が
説
明
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
外
国
人
の
入
国
、
転
入
手
続
き
を

受
け
て
い
る
市
民
課
で
は
、
就
学
年
齢
期
の

子
ど
も
の
入
国
、
転
入
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
こ

と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののの
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口
でででででででででででででで
もももももももももももももも
学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
案案案案案案案案案案案案案案
内内内内内内内内内内内内内内

市
の
窓
口
で
も
学
校
案
内

 　

市
が
取
り
組
む
「
外
国
人
児
童
・
生
徒
の

学
習
保
障
事
業
」
は
、
日
本
語
の
分
か
ら
な

い
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
学
習

指
導
内
容
を
決
定
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
教
育

を
受
け
、
卒
業
す
る
こ
と
、
そ
し
て
学
ぶ
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
将
来
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
、高
校
へ
の
進
学
や
資
格
な
ど
を

取
得
し
て
就
職
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
の
視
野
も
大
き
く
広
が
り

ま
す
。

　
「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」を
一
定
の
期
間
で

修
了
す
る
と
、
次
は
、
実
際
に
学
校
に
通
学

し
、
日
本
語
の
勉
強
を
す
る
と
同
時
に
、
教

科
の
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
教
室 

　

国
際
教
室
は
、
外
国
籍
児
童
・
生
徒
の
多

い
学
校
に
設
置
さ
れ
、
現
在
、
市
内
の
小
学

校
に
三
校
、
中
学
校
に
一
校
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
日
本
語
や
教
科
、
日
本
の
生
活
習
慣

な
ど
の
指
導
を
は
じ
め
、
日
本
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
母
国
の
歌
や
遊
び
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
指
導
内
容
を
工
夫
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
中
学
校
で
は
、
五
教
科
の
う
ち
二
教

科
を
国
際
教
室
で
予
習
し
ま
す
。
在
籍
の
教

室
で
は
復
習
し
て
再
度
同
じ
と
こ
ろ
を
学
び

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り
理
解
が
深
ま

り
、
得
意
な
教
科
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
学

子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももも
のののののののののののののの
レレレレレレレレレレレレレレ
ベベベベベベベベベベベベベベ
ルルルルルルルルルルルルルル
にににににににににににににに
合合合合合合合合合合合合合合
わわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせ
てててててててててててててて

子
ど
も
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

習
す
る
意
欲
を
沸
き
立
た
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

補
助
指
導 

　

国
際
教
室
を
修
了
す
る
と
、
次
は
日
本
の

子
ど
も
た
ち
と
同
じ
授
業
を
受
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
授
業
の
内
容
な

ど
で
分
か
ら
な
い
点
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
分
か
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
個
別

に
補
助
指
導
を
行
い
、
学
校
生
活
を
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
き
ま
す
。

現在では、市民課窓口で学校案内を説明しています

広報かに ２００５.１０.１�

８月２８日に開かれた進路相談会

化
、
高
校
入
試
の
特
別
枠
の
設
定
、
外
国
人

学
校
の
公
的
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め

に
各
種
学
校
や
、
学
校
法
人
化
の
許
可
基
準

の
見
直
し
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
可
児
市
が
行
っ
た
「
外
国

人
の
子
ど
も
の
教
育
環
境
に
関
す
る
実
態
調

査
」
を
文
部
科
学
省
が
全
国
で
行
う
な
ど
、

徐
々
に
改
善
に
向
け
た
動
き
が
み
え
て
き
ま

し
た
。

 　

今
回
の
調
査
で
は
、
就
学
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
が
幼
い
兄
弟
の
面
倒
を
見
る
た
め
学
校

へ
行
っ
て
い
な
い
な
ど
、
教
育
を
受
け
る
機

会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
事
実
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
外
国
人
と
「
共
生
」
す
る
社

会
で
生
き
て
い
ま
す
。
文
化
の
違
い
か
ら
日

常
生
活
に
お
い
て
摩
擦
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

す
ま
す
増
え
る
外
国
人
と
一
緒
に
築
く
社
会

に
お
い
て
は
、
や
が
て
大
人
に
な
る
子
ど
も

た
ち
が
不
就
学
で
い
る
こ
と
は
と
て
も
大
き

な
問
題
で
す
。

　

確
実
に
定
住
化
が
進
み
、
外
国
人
が
可
児

市
を
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
選
ん
で
い
ま

す
。
今
ま
で
私
た
ち
が
地
域
の
子
ど
も
に
当

た
り
前
に
し
て
き
た
「
困
っ
て
い
た
ら
手
を

差
し
伸
べ
る
」
と
い
う
温
か
い
気
持
ち
で
、

日
本
人
と
外
国
人
が
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

●
問
合
先　

ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
に
つ
い
て

は
学
校
教
育
課
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
は

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

「「「「「「「「「「「「「「
共共共共共共共共共共共共共共
生生生生生生生生生生生生生生
」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののの
まままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちち
でででででででででででででで
でででででででででででででで
きききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるる
ここここここここここここここ
とととととととととととととと

「
共
生
」の
ま
ち
で
で
き
る
こ
と

 　

八
月
二
十
八
日
、
外
国
人
の
た
め
の
進
路

相
談
会
が
土
田
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
十
人
を
超
え
、
今
後
の
進
路
を

考
え
る
た
め
参
加
し
た
中
学
三
年
の
生
徒

や
、子
ど
も
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
た
い
と
、

小
学
校
低
学
年
の
保
護
者
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
相
談
会
で
は
、
進
学
の
流
れ
や
現
役
高

校
生
の
体
験
談
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
保
護
者
か
ら
は
、
十
五
歳
を
超
え
て

い
る
子
ど
も
の
中
学
校
へ
の
通
学
希
望
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
五
歳
を
超
え
て
い

る
子
ど
も
が
中
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の
子

ど
も
が
い
く
ら
高
校
へ
の
進
学
希
望
を
持
っ

残残残残残残残残残残残残残残
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたた
課課課課課課課課課課課課課課
題題題題題題題題題題題題題題

残
さ
れ
た
課
題

て
い
て
も
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
か
、「
中
学

校
卒
業
認
定
試
験
」
を
受
け
て
合
格
し
な
い

と
、
高
校
に
は
進
学
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

外
国
人
学
校
を
卒
業
し
て
も
、
日
本
の
教
育

制
度
で
は
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
夜
間
中
学
の
開

設
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
指
導
体
制
の
強

　ばら教室の存在は、口コミで外国人住民に伝わっているよう

ですね。来日して間もない子どもや、日本社会や日本人と初め

て接触する子どもがほとんどです。この教室に入室したばかり

の子どもたちの多くは、異文化の環境に戸惑ったり、不安を感

じたりしています。そこで、私たちはそうした子どもたちの気

持ちを理解しながら、子どもたちの個々の状況に合わせて、ゆ

っくりと指導を行っています。緊張してこわばっていた子ども

の顔から徐々に笑顔が出てくると、子どもたちは日本語の学習

に対して意欲的に取り組むようになりますね。子どもたちの学

習に対する意欲と努力には驚きますよ。

　保護者の方にとっても、初めての日本の学校です。「いつで

もお越しくださいね」と話していますので、仕事がお休みの日

やその合間などに見学にいらっしゃることも多いですよ。

　自治会長さんをはじめ、地域にお住まいの方々にご協力いた

だきながらこの教室を日々運営していますので、修了式にはた

くさんの地域の方が出席くださいます。そのことを子どもたち

も、保護者も理解していますので、「可児市に来てよかった」

「子どもはばら教室が大好きなのよ」と話してくれますよ。そ

んな声を聞くと、この教室は外国人児童生徒への日本語指導が

目的ですが、外国人住民と地域と結ぶ相互理解の場の役割をも

担っているのではないかと感じています。

外国人児童生徒コーディネーター

小島　祥美 さん

国
際
交
流
を

　
　

生
き
が
い
の
ひ
と
つ
に

　

可
児
市
国
際
交
流
協
会
は
、
市
民
と

外
国
人
が
と
も
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
、
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
な
ど

の
外
国
語
講
座
、
外
国
人
の
た
め
の
日

本
語
講
座
、
文
化
交
流
や
支
援
事
業
な

ど
市
民
と
在
住
外
国
人
の
交
流
の
場
を

提
供
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
草
の
根
の
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

「
何
か
や
り
た
い
け
ど
見
つ
か
ら
な

い
」と
自
分
探
し
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

協
会
の
活
動
に
参
加
し
て
、
世
界
の

人
々
と
触
れ
合
う
中
で
、
今
ま
で
と
違

う
自
分
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

●
申
込
・
問
合
先　

同
協
会
（
Ｊ
Ｒ
可

児
駅
西
・
総
合
会
館
分
室
東
棟
）
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外国人と地域のつながり

国籍が違ってもみんな友達
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